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は
じ
め
に

始
皇
帝
の
夫
人
と
扶
蘇

胡
亥
と
諸
公
子
の
出
自
に
つ
い
て

秦
王
室
の
婚
姻
と
外
交
政
策

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に
、

　
黙
黙
皇
帝
の
人
物
像
に
は
、
わ
か
ら
な
い
点
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
基
本
史
料
と
な
る
『
史
記
』
野
比
秦
出
様
本
紀
と
秦
代
列
伝
に

矛
盾
す
る
記
述
が
あ
り
、
し
か
も
司
馬
遷
の
歴
史
観
や
後
世
の
評
価
が
加
わ
っ
て
い
る
た
め
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
近
年
で
は
、
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文
献
と
考
古
資
料
・
実
地
調
査
・
伝
承
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
虚
構
と
事
実
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
私
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も
別
稿
で
、
秦
始
皇
本
紀
が
統
一
と
滅
亡
の
原
因
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
歴
史
観
を
も
つ
こ
と
を
考
察
し
た
が
、
そ
れ
で
も
不
明
な

部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
に
、
始
皇
帝
の
夫
人
の
問
題
が
あ
る
。
『
史
記
』
に
は
、
子
楚
を
太
子
と
し
た
華
陽
太
后
や
、
か
つ
て
趙
姫
で
あ
っ
た
始
皇
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帝
の
母
太
后
の
卒
年
を
記
し
て
い
る
が
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
始
皇
帝
の
夫
人
に
つ
い
て
は
全
く
記
載
が
な
い
。
た
だ
し
長
子
の
早
耳
と
、

　
　
　
こ
が
い

少
子
の
胡
亥
を
は
じ
め
諸
公
子
に
つ
い
て
は
若
干
の
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
諸
公
子
の
動
向
を
手
が
か
り
に
、
と
く
に
始
皇
帝

の
死
と
二
世
皇
帝
即
位
の
情
勢
を
検
討
す
る
と
、
始
皇
帝
の
婚
姻
関
係
が
推
測
で
き
、
そ
れ
は
ま
た
秦
と
六
国
の
外
交
関
係
を
示
唆
す
る

と
お
も
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
始
皇
帝
の
夫
人
を
め
ぐ
る
諸
公
子
の
出
自
を
探
り
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
秦
王
室
と
諸
国
と
の
外
交
関
係
を
考
察
し

て
み
よ
う
。

［
　
始
皇
帝
の
夫
人
と
扶
蘇

　
始
皇
帝
の
第
一
夫
人
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
最
初
に
生
ま
れ
た
長
子
は
扶
蘇
で
あ
る
。
『
史
記
』
秦
笠
寺
本
紀
に
は
、
三
十

五
年
（
前
二
一
二
）
条
に
扶
蘇
が
始
皇
帝
を
諌
め
た
記
述
が
み
え
る
。

　
　
始
皇
長
子
扶
蘇
諌
日
。
天
下
初
定
。
遠
方
贈
首
未
集
。
諸
生
皆
論
法
孔
子
。
今
上
軽
重
法
門
之
。
臣
恐
天
下
不
安
。
呈
上
察
之
。
姶

　
　
皇
怒
。
使
扶
蘇
北
監
蒙
信
於
上
郡
。

　
始
皇
帝
が
直
道
を
通
じ
た
と
き
、
遠
方
の
民
が
服
属
し
て
い
な
い
の
に
、
儒
者
の
弾
圧
な
ど
法
を
厳
し
く
す
る
政
策
を
長
子
の
扶
蘇
が

諌
め
た
た
め
、
始
皇
帝
は
怒
っ
て
、
北
方
の
上
郡
に
い
た
蒙
情
の
監
督
に
行
か
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
そ
の
後
の
経
過
は
、
三
十
七
年
（
前
二
一
〇
）
条
の
第
五
回
巡
行
の
と
き
始
皇
帝
が
亡
く
な
り
、
後
継
者
を
め
ぐ
る
話
が
有
名
で
あ
る
。

つ
ま
り
始
皇
帝
は
、
巡
行
途
中
の
平
原
津
で
病
が
ひ
ど
く
な
り
、
「
成
陽
に
戻
っ
て
葬
儀
を
行
え
」
と
い
う
璽
書
を
扶
蘇
に
賜
っ
た
が
、

中
指
府
令
の
趙
高
は
使
者
に
そ
の
上
書
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
同
年
七
月
、
始
皇
帝
が
沙
丘
の
平
台
で
亡
く
な
っ
た
と
き
、
「
丞
相
の



李
斯
は
旅
先
で
の
死
去
が
知
ら
れ
て
、
諸
公
子
や
天
下
が
反
乱
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
喪
を
発
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
反
対
に
趙
高
は
、
公

子
胡
亥
・
李
斯
と
ひ
そ
か
に
謀
っ
て
、
胡
亥
を
太
子
に
立
て
る
遺
詔
を
作
り
、
扶
蘇
と
蒙
悟
に
は
罪
状
を
数
え
あ
げ
て
死
を
賜
う
こ
と
に
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し
た
。
そ
の
結
果
、
威
陽
に
帰
っ
て
即
位
し
た
の
が
二
世
皇
帝
の
楽
曲
で
あ
り
、
こ
の
と
き
二
十
一
歳
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
扶
蘇

は
二
十
一
歳
以
上
の
年
齢
で
、
少
な
く
と
も
秦
王
政
十
八
年
よ
り
以
前
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
が
秦
始
皇
本
紀
に
伝
え
る
扶
蘇
の
記
事
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
の
母
と
な
る
夫
人
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
あ
い

に
つ
い
て
は
、
秦
王
政
が
成
人
す
る
前
後
の
情
勢
が
注
目
さ
れ
、
と
く
に
膠
毒
の
乱
を
め
ぐ
る
諸
勢
力
の
あ
り
方
が
手
が
か
り
と
な
る
。

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
九
年
。
彗
星
見
。
或
寛
天
。
…
…
四
月
。
上
宿
雍
。
二
酉
。
王
冠
帯
剣
。
長
信
侯
玉
作
齪
而
畳
。
矯
王
御
璽
及
太
后
璽
以
獲
縣
卒
及

　
　
斎
言
・
官
騎
・
戎
町
君
公
舎
人
。
將
欲
攻
薪
年
宮
爲
齪
。
王
知
之
。
二
相
國
昌
平
君
・
昌
文
君
獲
卒
錦
茸
。
戦
威
陽
。
斬
首
藪
百
。

　
　
皆
拝
爵
。
及
宙
者
皆
在
戦
中
。
亦
官
爵
一
級
。
書
道
敗
走
。
即
令
國
中
。
有
生
得
毒
賜
銭
百
萬
。
殺
之
五
十
萬
。
悟
得
毒
等
。
衛
尉

　
　
端
・
内
落
蓋
・
佐
ざ
蜴
・
中
大
夫
令
吾
等
二
十
人
皆
生
首
。
車
裂
以
絢
。
滅
其
上
。
及
其
舎
人
立
者
爲
鬼
薪
。
及
奪
諸
白
蜀
四
千
飴

　
　
家
。
家
房
陵
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
秦
王
九
年
（
前
二
一
二
八
）
四
月
に
、
秦
王
政
が
雍
城
に
行
き
、
己
酉
の
日
に
二
十
二
歳
で
出
品
・
帯
剣
の
儀
式
を
終
え

た
あ
と
、
そ
の
直
後
に
膠
毒
の
乱
が
起
き
て
い
る
。
こ
の
乱
の
歴
史
的
意
義
は
、
少
な
く
と
も
結
果
と
し
て
そ
の
背
後
に
あ
る
呂
不
津
の

勢
力
を
排
除
し
、
四
王
が
親
政
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
膠
毒
と
秦
王
そ
れ
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そ
れ
の
軍
事
基
盤
で
あ
る
。

　
尋
者
の
側
は
、
王
の
御
璽
と
太
后
の
璽
を
偽
り
、
県
卒
と
衛
卒
・
官
騎
・
戎
雀
の
君
公
・
舎
人
を
発
し
、
雍
の
薪
王
宮
を
攻
撃
し
よ
う

と
し
た
。
反
乱
鎮
圧
の
後
で
、
衛
尉
の
蜴
と
、
内
史
の
鼎
、
佐
ざ
の
蜴
、
中
大
夫
令
の
斉
ら
が
処
罰
さ
れ
て
い
る
の
は
、
衛
尉
に
所
属
の

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

三
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衛
卒
、
内
史
に
所
属
の
県
卒
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
軍
事
編
成
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
秦
王
の
側
は
、
別
の
軍
事

力
で
対
抗
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
主
力
と
な
っ
た
の
は
相
国
の
昌
平
君
と
、
昌
文
君
が
率
い
る
卒
の
編
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
秦
王
覇
は
、
馬
上
を
攻
め
て
重
陽
で
破
り
勝
利
を
お
さ
め
た
。
こ
の
昌
平
君
・
昌
文
君
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

　
秦
始
皇
本
紀
の
索
隠
は
、
「
昌
平
君
、
楚
之
公
子
。
立
以
爲
相
。
後
徒
組
郵
。
項
心
立
蔓
荊
王
。
史
失
其
名
。
昌
文
君
名
亦
不
知
也
」

と
い
い
、
昌
平
君
が
楚
の
公
子
で
、
昌
文
君
と
と
も
に
名
は
不
明
と
す
る
。
こ
の
説
明
は
、
本
紀
の
統
一
直
前
の
記
述
に
も
と
づ
い
て
い

る
。　

　
二
十
三
年
。
諸
王
復
召
王
騒
乱
。
彊
起
之
。
使
將
撃
荊
。
取
書
函
南
至
平
門
。
虜
藩
王
。
秦
愛
想
至
郵
陳
。
荊
將
項
燕
立
昌
平
十
二
荊

　
　
王
。
反
秦
於
潅
南
。
二
十
四
年
。
三
盛
・
面
輪
指
穴
破
蔓
菜
。
昌
平
君
死
。
項
重
量
自
殺
。
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ま
た
昌
平
君
の
事
績
は
、
睡
虎
地
秦
簡
『
編
年
記
』
に
別
の
動
向
が
う
か
が
え
る
。

　
　
（
秦
王
）
廿
年
。
…
…
二
王
居
五
山
。
廿
一
年
。
韓
王
臣
。
昌
平
君
居
其
虞
。
有
死
□
鵬
。
廿
二
年
。
攻
魏
梁
。
廿
三
年
。
興
。
攻

　
　
荊
。
□
□
守
陽
口
死
。
四
月
。
昌
平
君
死
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
秦
は
、
韓
を
滅
ぼ
し
た
あ
と
二
王
を
鳥
山
の
地
に
居
ら
せ
て
い
た
が
、
二
十
一
年
（
前
二
二
六
）
の
韓
王
の
死
後
、
代

わ
っ
て
昌
平
君
に
治
め
さ
せ
た
。
し
か
し
二
十
三
年
（
前
古
二
四
）
に
、
千
軍
が
望
都
の
郵
陳
を
占
領
し
た
と
き
、
か
れ
は
項
燕
と
共
に

反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
こ
に
楚
王
（
昌
平
君
）
1
楚
将
軍
（
項
燕
）
と
い
う
組
織
が
う
か
が
え
、
本
紀
の
記
述
に
よ
れ
ば
翌
年
に
鎮

圧
さ
れ
、
楚
は
滅
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
南
国
の
結
集
を
目
標
と
し
て
、
楚
将
軍
と
結
ぶ
昌
平
君
は
、
確
か
に
楚

王
室
に
か
か
わ
る
人
物
と
推
定
で
き
る
。

　
そ
こ
で
先
の
九
年
の
情
勢
に
も
ど
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
と
き
秦
王
は
、
百
々
章
・
膠
毒
ら
の
勢
力
を
排
除
す
る
た
め
に
、
楚
の
王
室
と

結
び
つ
く
人
物
と
共
に
戦
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
昌
平
君
・
昌
文
君
の
よ
う
な
他
国
人
が
漏
壷
に
来
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ



の
理
由
の
一
つ
は
、
秦
王
室
が
何
ら
か
の
事
情
で
楚
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
史
書
に
は
楚
と
の
明
ら
か
な
外
交
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
一
般
に
戦
国
外
交
か
ら
み
れ
ば
、
会
盟
や
人
質
交
換
な
ど
に
と
も
な
っ
て
他
国
人
を
任
用
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
が
、
こ
の
場
合
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
こ
の
時
期
に
二
王
が
楚
か
ら
夫
人
を
迎
え
て
お
り
、
そ
の

た
め
楚
人
が
秦
に
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
翻
心
と
母
太
后
の
側
に
対
抗
し
て
、
秦
王
の
夫
人
側
の
勢
力
を
頼
み
と
し
た
こ

と
に
な
り
、
事
件
の
政
治
背
景
と
し
て
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
↓
つ
の
仮
定
と
し
て
、
最
初
に
生
ま
れ
た
長
子
の
扶

蘇
は
、
楚
夫
人
の
子
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
り
た
つ
。
こ
れ
は
秦
王
が
成
人
し
た
時
期
に
、
反
乱
事
件
の
背
景
か
ら
考
え
た
仮
説

に
す
ぎ
な
い
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
に
仮
定
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
不
可
解
で
あ
っ
た
別
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
無
理
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は

陳
渉
・
呉
広
が
蜂
起
し
た
と
き
の
話
で
あ
る
。
『
史
記
』
巻
四
八
陳
渉
世
家
の
二
世
元
年
（
前
二
〇
九
）
条
に
は
、
当
初
の
情
勢
を
つ
ぎ

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
陳
勝
日
。
天
下
苦
秦
久
　
。
吾
聞
二
世
少
子
也
。
不
毛
立
。
當
立
者
乃
公
子
扶
蘇
。
扶
蘇
以
敷
諌
事
。
上
使
外
鼻
下
。
今
戸
聞
無
罪
。

　
　
二
世
殺
之
。
百
姓
多
聞
其
賢
。
未
知
其
死
也
。
項
燕
弘
前
將
。
藪
有
功
。
愛
士
卒
。
楚
人
面
之
。
或
以
爲
死
。
或
三
宝
亡
。
今
回
以

　
　
吾
衆
詐
自
構
公
子
扶
蘇
・
項
燕
。
爲
天
下
唱
。
宜
多
鷹
者
。
呉
廣
以
爲
然
。
…
…
肩
下
稻
公
子
扶
蘇
・
項
燕
。
悪
婦
欲
也
。
祖
右
。

　
　
稠
大
楚
。

　
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
陳
渉
・
呉
広
が
「
扶
蘇
と
項
燕
」
の
名
前
を
詐
称
し
、
「
大
楚
」
国
の
復
興
を
掲
げ
た
と
い
う
伝
え
で
あ

る
。
か
れ
ら
は
、
公
子
扶
蘇
と
項
燕
の
死
亡
が
世
間
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
名
前
を
偽
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
な
ぜ
秦
の
公

子
と
楚
将
軍
と
の
連
合
が
民
意
に
従
う
こ
と
に
な
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
歴
代
の
注
釈
で
は
、
内
容
の
説
明
に
と
ど
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

公
子
扶
蘇
の
意
義
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
『
史
記
』
陳
渉
世
家
の
中
で
、
こ
の
部
分
は
説
話
的
な
要
素
が
強
い
が
、
す
で
に
蜂
起
の
時
に

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

五



六

も
「
富
浜
と
項
燕
」
の
詐
称
を
計
画
し
、
こ
こ
で
は
陳
皮
が
王
と
な
り
、
国
号
を
「
張
楚
」
と
す
る
記
事
に
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
「
張

楚
」
は
、
湖
南
省
長
沙
市
の
馬
王
堆
漢
墓
血
書
「
五
星
占
」
の
出
土
に
よ
っ
て
、
漢
代
ま
で
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
、
ま
っ
た
く

　
　
　
　
　
（
9
）

の
虚
構
で
は
な
い
。
ま
た
「
扶
蘇
と
項
燕
」
の
連
合
に
何
ら
か
の
共
感
が
な
け
れ
ば
、
物
語
と
し
て
も
説
得
性
を
も
た
な
い
は
ず
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
先
に
論
じ
た
よ
う
に
、
扶
蘇
は
秦
の
公
子
で
あ
る
と
と
も
に
、
楚
夫
人
か
ら
生
ま
れ
た
楚
王
室
に
か
か
わ
る
人
物
と
想
定
す
れ

ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
公
子
扶
蘇
と
項
燕
の
組
織
は
、
秦
と
楚
の
連
合
で
は
な
く
、
と
も
に
楚
の
王
室
を
復
興
す
る
組
織
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
民
意
に
従
い
「
張
楚
」
と
称
す
る
こ
と
に
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
楚
の
軍
事
組
織
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な
い
。
す
で
に
み
た
前
王
（
昌
平
君
）
i
楚
将
軍
（
項
燕
）
と
い
う
組
織
が
そ

う
で
あ
っ
た
。
ま
た
後
に
は
、
秦
で
客
死
し
た
楚
懐
王
の
子
孫
を
楚
王
に
立
て
た
、
楚
懐
王
－
項
梁
の
組
織
が
そ
う
で
あ
る
。
項
梁
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

秦
に
殺
さ
れ
た
と
い
う
項
燕
の
子
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
楚
王
室
の
人
物
と
楚
将
軍
と
い
う
組
織
が
、
民
意
の
支
持
を
得
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
陳
渉
・
呉
下
が
詐
称
し
た
「
公
子
扶
蘇
と
項
燕
」
が
連
合
す
る
組
織
は
、
歴
史
事
実
で
は
な
く
架
空
の
話
と
し
て
も
、
そ
れ
は
当

時
の
人
々
が
共
感
す
る
背
景
を
ふ
ま
え
た
事
例
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
子
・
鳥
総
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
始
皇
帝
の
夫
人
を
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
最
初
に
楚
か
ら
迎
え
た
夫
人
が
推
測
で

き
る
の
で
あ
る
。

二
　
胡
亥
と
諸
公
子
の
出
自
に
つ
い
て

　
二
世
皇
帝
の
胡
馬
に
つ
い
て
、
そ
の
母
と
な
る
夫
人
を
知
る
に
は
、
ま
ず
家
臣
と
諸
公
子
の
粛
清
記
事
が
参
考
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
胡

亥
が
排
除
す
る
人
々
の
出
自
は
、
そ
の
背
景
に
あ
る
諸
勢
力
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。



　
秦
平
心
本
紀
の
二
世
元
年
条
に
は
、
即
位
後
に
始
皇
帝
の
事
業
を
継
ぎ
、
東
方
巡
行
を
実
施
し
て
刻
石
を
し
た
あ
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　
　
於
是
二
世
乃
遵
用
趙
高
。
申
法
令
。
乃
陰
與
趙
高
重
日
。
大
臣
不
服
。
官
吏
尚
彊
。
及
諸
公
子
寝
泊
我
孚
。
爲
之
奈
何
。
高
彫
。
臣

　
　
本
願
寺
而
未
敢
也
。
先
帝
之
大
臣
。
皆
天
下
累
世
名
貴
人
也
。
積
功
勢
世
以
相
傳
久
　
。
今
心
素
小
聖
。
陛
下
幸
栴
塞
。
令
在
上
位
。

　
　
管
中
事
。
大
臣
柱
鞍
。
特
以
貌
寵
臣
。
乱
心
實
不
服
。
今
上
出
。
不
因
二
時
案
郡
縣
守
尉
有
罪
者
諜
之
。
上
灘
振
威
天
下
。
下
以
除

　
　
二
上
生
平
所
不
可
者
。
今
時
不
三
文
而
決
於
武
力
。
願
陛
下
遂
從
時
母
疑
。
即
翠
臣
不
及
謀
。
明
主
牧
墾
絵
民
。
曝
者
貴
之
。
貧
者

　
　
富
之
。
猛
者
近
之
。
則
上
下
集
而
國
安
　
。
二
世
日
。
善
。
乃
行
諒
大
臣
白
幕
公
子
。
以
罪
過
連
千
丁
前
官
三
郎
。
無
得
立
者
。
而

　
　
六
公
子
数
死
於
杜
。
公
子
將
閾
昆
弟
三
人
囚
於
内
宮
。
議
其
罪
垂
直
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
二
世
は
、
大
臣
が
心
服
し
な
い
こ
と
や
、
諸
公
子
の
勢
力
に
心
配
を
抱
い
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
趙
高
は
、
先
帝
（
始

皇
帝
）
の
大
臣
が
、
み
な
累
代
の
高
貴
な
人
物
で
あ
り
、
功
労
を
積
ん
で
世
々
伝
え
ら
れ
た
と
述
べ
、
か
れ
ら
の
諌
早
を
進
言
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
二
世
と
趙
高
が
失
脚
さ
せ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
を
み
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
始
皇
帝
時
代
の
大
臣
は
、
ま
ず
統
一
し
た
あ
と
招
状
と
王
縮
が
丞
相
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
両
人
の
出
身
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
三
十
七

年
に
巡
行
し
た
と
き
、
右
丞
相
の
馬
重
工
は
出
身
不
明
で
、
．
左
丞
相
は
重
重
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
最
初
の
例
は
、
李
斯
の
場
合
と
な
る
。

　
『
史
記
』
巻
八
七
李
斯
列
伝
に
よ
れ
ば
、
か
れ
は
楚
の
上
藝
県
の
出
身
で
、
下
旬
章
の
舎
人
と
な
り
、
の
ち
に
客
車
か
ら
廷
尉
に
昇
進

し
、
統
一
後
に
丞
相
の
地
位
に
つ
い
た
。
列
伝
で
は
、
三
十
七
年
に
最
後
の
巡
行
に
出
か
け
る
前
に
、
李
斯
の
長
男
が
三
川
郡
の
守
と
な

り
、
諸
男
は
み
な
秦
公
主
と
結
婚
し
、
娘
は
み
な
秦
の
諸
公
子
に
嫁
い
だ
と
伝
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
李
斯
は
、
代
々
高
貴
な
家
柄
で

は
な
い
が
、
出
世
し
て
秦
の
諸
公
子
・
諸
公
・
王
と
結
ぶ
家
柄
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
二
世
皇
帝
の
元
年
に
反
乱
が
勃
発
し
た
あ
と
、
趙

高
の
護
言
に
あ
っ
て
処
刑
さ
れ
て
い
る
。

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

七



八

　
　
二
世
二
年
七
月
頃
重
語
五
刑
。
論
策
笛
音
陽
市
。
斯
出
獄
。
與
其
中
子
鞘
組
。
顧
謂
其
中
子
日
。
吾
欲
與
若
二
百
黄
犬
倶
置
上
察
東

　
　
門
逐
狡
免
。
山
豆
可
得
乎
。
遂
父
子
相
実
。
而
夷
三
族
。

　
こ
の
と
き
李
斯
列
伝
で
は
、
「
楚
上
東
人
」
と
記
し
て
い
る
が
、
歴
史
地
理
の
考
証
に
よ
れ
ば
当
時
は
魏
の
領
地
で
あ
っ
た
と
も
い
わ

　
（
1
2
）

れ
る
。
し
た
が
っ
て
秦
公
子
に
連
な
る
李
斯
は
、
楚
あ
る
い
は
魏
の
出
身
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
つ
ぎ
に
二
世
皇
帝
の
と
き
失
脚
し
た
の
は
、
秦
将
軍
の
家
系
で
あ
る
王
氏
と
蒙
古
で
あ
る
。
こ
の
両
氏
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
七

三
重
富
前
前
鯛
列
伝
と
巻
八
八
蒙
活
列
伝
に
詳
し
い
。
ま
ず
王
前
出
は
、
門
内
史
の
領
域
に
あ
た
る
頻
泣
面
東
郷
の
人
で
、
統
一
以
前
の
東
方

戦
線
に
功
績
が
あ
っ
た
。
ま
た
三
士
が
滅
ぼ
さ
れ
燕
を
攻
め
た
あ
と
、
楚
へ
の
出
撃
に
際
し
て
、
覇
王
か
ら
秦
軍
を
委
ね
ら
れ
て
い
る
た

め
、
美
田
と
宅
園
池
を
請
う
て
不
信
を
解
こ
う
と
し
た
の
は
有
名
な
話
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
王
氏
の
権
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
子
の

王
責
も
ま
た
秦
の
将
軍
と
な
っ
た
が
、
列
伝
で
は
二
世
皇
帝
の
と
き
滅
ぼ
さ
れ
た
様
子
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
秦
始
皇
二
十
六
年
。
書
井
天
下
。
王
氏
・
蒙
氏
寺
叢
雲
。
名
施
於
後
世
。
秦
二
世
之
時
。
王
勇
及
粟
子
責
皆
已
死
。
而
書
紀
蒙
氏
。

　
ま
た
蒙
悟
は
、
そ
の
先
祖
が
女
人
で
、
秦
昭
王
の
と
き
蒙
驚
が
上
卿
と
な
り
、
荘
嚢
王
の
と
き
将
軍
と
な
っ
て
活
躍
し
た
。
秦
王
政
の

時
も
東
方
を
攻
撃
す
る
将
と
な
り
、
そ
の
死
後
は
子
の
蒙
武
が
稗
将
軍
と
な
っ
て
、
王
蕩
と
と
も
に
楚
を
滅
ぼ
し
た
。
重
餅
の
子
が
、
蒙

悟
と
弟
の
毅
で
あ
り
、
統
一
後
に
蒙
活
は
内
史
の
官
職
を
得
て
い
る
。

　
　
始
皇
二
十
六
年
。
蒙
憎
因
家
世
得
爲
秦
將
。
攻
齊
大
破
之
。
拝
爲
内
史
。

　
そ
の
後
、
三
〇
万
の
衆
を
率
い
て
北
辺
に
長
城
を
築
き
、
十
数
年
に
わ
た
っ
て
旬
奴
と
の
戦
線
に
従
軍
し
た
あ
と
、
上
卿
の
位
に
つ
き
、

弟
の
毅
も
ま
た
内
政
に
お
い
て
重
ん
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
蒙
毅
は
、
か
つ
て
大
罪
の
あ
っ
た
趙
高
を
死
罪
と
裁
い
て
、
そ
の
皇
籍
を
除
い

た
が
、
始
皇
帝
の
恩
赦
に
よ
っ
て
も
と
の
官
爵
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
経
過
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
蒙
悟
と
蒙
毅
の
兄
弟
は
、

と
も
に
趙
高
の
進
言
に
よ
る
二
世
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
る
。



　
し
た
が
っ
て
実
際
に
粛
清
さ
れ
た
の
は
、
楚
あ
る
い
は
魏
出
身
の
李
斯
と
、
秦
の
代
々
将
軍
の
家
系
と
し
て
著
名
な
王
氏
と
蒙
氏
で
あ
っ

た
。
か
れ
ら
の
失
脚
を
み
れ
ば
、
二
世
は
秦
の
将
軍
の
家
系
と
異
な
る
勢
力
に
も
と
づ
き
、
ま
た
そ
の
出
自
は
楚
あ
る
い
は
魏
以
外
の
国

と
仮
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
も
し
二
世
の
母
が
、
秦
の
貴
族
と
結
び
つ
く
夫
人
で
あ
れ
ば
、
か
れ
ら
と
の
協
力
も
可
能
な

は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
李
斯
や
王
氏
・
蒙
氏
が
、
二
世
の
在
位
を
脅
か
す
存
在
と
意
識
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
二
世
の
政
権
基
盤
が

か
れ
ら
の
家
系
と
遠
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
ま
た
も
う
一
つ
、
大
臣
に
つ
づ
く
諸
公
子
の
粛
清
か
ら
は
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
と
き
諸
公
子
の
出
自
は
不
明
で
あ

る
が
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
人
の
公
子
た
ち
は
、
ま
ず
長
安
に
近
い
杜
の
地
で
す
ぐ
に
処
刑
さ
れ
た

が
、
他
の
公
子
・
将
闊
ら
三
人
の
兄
弟
は
刑
の
執
行
を
延
期
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
先
に
処
刑
さ
れ
た
六
人
の
公
子
は
、
二
世
と
遠
い

関
係
の
出
自
で
あ
り
、
反
対
に
処
刑
を
延
期
さ
れ
た
三
人
の
公
子
は
、
二
世
と
同
じ
か
あ
る
い
は
近
い
出
自
の
可
能
性
が
高
い
と
お
も
わ

　
（
1
3
）

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
二
世
皇
帝
が
、
粛
清
し
た
大
臣
・
諸
公
子
の
出
自
を
考
え
て
み
る
と
、
二
世
は
秦
の
貴
族
と
は
関
係
の
薄
い
国
か
ら
迎
え

ら
れ
た
夫
人
の
子
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
他
の
兄
弟
で
あ
る
諸
公
子
に
は
、
少
な
く
と
も
早
く
処
刑
さ
れ
た
六
人
の
公
子
と
、

や
や
近
い
関
係
と
お
も
わ
れ
る
三
人
の
公
子
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
か
れ
ら
の
一
部
は
、
ま
た
李
斯
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で

は
こ
の
よ
う
な
諸
公
子
の
立
場
を
ふ
ま
え
て
、
二
世
代
母
は
ど
の
国
の
出
身
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
手
が
か
り
は
、
た
え
ず
二
世
の
側
近
と
し
て
仕
え
た
外
需
に
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
う
。
趙
高
の
伝
記
は
、
『
史
記
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

の
独
立
し
た
列
伝
で
は
な
く
、
秦
始
皇
本
紀
、
巻
八
七
李
斯
列
伝
、
巻
八
八
割
信
列
伝
な
ど
に
分
散
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
趙
高
潔
。
諸
趙
疎
遠
厨
也
。
趙
高
昆
弟
数
人
。
皆
生
隠
宮
。
添
書
被
刑
鐵
。
世
世
卑
賎
。
秦
王
聞
高
応
力
通
帖
獄
法
。
墨
以
爲
口
車

　
　
府
令
。
高
即
私
事
公
子
胡
亥
。
喩
之
決
獄
。
（
蒙
悟
列
伝
）

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

九



○

　
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
る
と
、
趙
高
は
趙
の
一
族
で
、
母
が
虚
数
さ
れ
た
あ
と
卑
賎
の
身
で
あ
っ
た
。
し
か
し
秦
王
の
時
代
に
、
獄
法
に

通
じ
た
こ
と
で
中
車
府
令
と
な
り
、
早
く
か
ら
公
子
胡
亥
に
仕
え
て
い
た
。
そ
の
後
、
三
十
七
年
の
巡
行
に
従
い
、
胡
亥
を
二
世
皇
帝
と

す
る
陰
謀
を
企
て
、
二
世
の
即
虚
妄
に
は
郎
中
歯
と
な
り
、
李
斯
の
失
脚
後
に
は
中
丞
相
の
地
位
で
実
権
を
握
っ
た
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
な
ぜ
趙
高
は
、
公
子
虚
偽
と
密
接
な
関
係
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
た
だ
法
令
を
教
え
た
と
い
う
個
人
的
な
関

係
に
と
ど
ま
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら
一
つ
の
仮
定
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
胡
亥
の
母
が
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
で
あ
り
、
そ
の
た
め
趙
の

一
族
で
あ
っ
た
趙
高
は
、
早
く
か
ら
胡
亥
の
側
近
と
し
て
仕
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
胡
亥
は
、
諸
公
子
の
少
子
と
し
て
始
皇
帝
に
愛
さ
れ
、
た
だ
一
人
、
最
後
の
巡
行
に
従
う
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
の
画
歴
の
側
近
に
い
た
の
が
、
趙
高
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
胡
亥
と
登
高
の
両
人
を
、
と
も
に
趙
に
か
か
わ
る
人
物
と
想
定
す
れ
ば
、
始

皇
帝
の
死
と
後
継
者
の
陰
謀
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
よ
り
説
得
力
を
増
す
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
こ
れ
ま
で
始
皇
帝
の
死
に
関
し
て
は
、
す
で
に
庭
子
列
伝
に
描
か
れ
た
心
情
が
不
鮮
明
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
た
し
か
に
こ
の
陰
謀
に

は
謎
の
部
分
が
多
い
。
し
か
し
も
し
胡
亥
の
母
が
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
と
み
な
し
、
側
近
の
趙
高
が
趙
の
一
族
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
別
の

解
釈
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
最
後
の
巡
行
ル
ー
ト
と
、
始
皇
帝
が
亡
く
な
っ
た
場
所
に
関
連
す
る
。

　
第
五
回
忌
巡
行
ル
ー
ト
は
、
第
二
回
の
ル
ー
ト
と
ほ
ぼ
逆
コ
ー
ス
で
、
南
方
の
長
江
流
域
か
ら
北
上
し
て
黄
河
流
域
に
行
き
、
そ
こ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ら
任
し
て
成
陽
に
帰
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
始
皇
帝
は
、
旅
行
の
途
中
に
沙
丘
（
河
北
省
）
の
平
台
で
亡
く
な
る
が
、
こ
の
地
は
馬

立
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
始
皇
帝
の
滞
在
地
は
、
た
だ
宿
泊
す
る
場
所
を
示
す
だ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
旧
楚
の
領
域
で
あ
る
雲
夢
に
滞
在
し
た
と
き
、
そ
こ
は
禁
苑
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
沙
丘
に
も
禁
苑
が
置

か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
旧
情
・
趙
な
ど
の
王
室
の
要
地
・
離
宮
を
、
あ
ら
た
な
拠
点
と
し
て
移
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
死

亡
後
の
謀
議
が
企
て
ら
れ
た
の
は
、
旧
六
国
の
う
ち
で
も
、
わ
ざ
わ
ざ
コ
ー
ス
を
変
更
し
た
趙
の
離
宮
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で



も
し
胡
亥
が
、
趙
に
か
か
わ
る
出
自
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
趙
高
と
と
も
に
地
の
利
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
反
対
に
李
斯
は
、
そ
の
謀
議
に

対
抗
し
よ
う
と
し
て
も
、
か
れ
の
後
ろ
盾
と
な
る
勢
力
の
い
な
い
場
所
で
決
断
を
迫
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
毅
然
と
進
言
し

て
き
た
李
斯
が
、
こ
の
事
件
以
降
、
急
に
柔
和
で
消
極
的
な
態
度
に
変
化
す
る
の
は
、
ひ
と
つ
に
司
馬
遷
の
歴
史
観
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

き
い
と
お
も
わ
れ
る
が
、
し
か
し
謀
議
の
場
所
に
も
制
約
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
二
世
と
趙
高
・
李

斯
の
対
応
が
、
た
だ
登
場
人
物
の
性
格
に
よ
る
物
語
で
は
な
く
、
基
盤
と
な
る
政
治
的
背
景
を
も
つ
事
件
と
し
て
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
み
て
、
二
世
皇
帝
の
母
は
、
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
と
き
先
に
み
た

諸
公
子
は
、
た
と
え
ば
趙
以
外
の
出
自
を
も
つ
公
子
と
、
趙
に
か
か
わ
る
公
子
と
の
差
異
が
、
処
刑
の
区
別
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
か
。

　
以
上
は
、
二
世
皇
帝
を
め
ぐ
る
政
治
事
件
を
も
と
に
、
そ
の
母
と
な
る
夫
人
を
想
定
し
た
仮
説
で
あ
る
。
史
料
が
乏
し
い
た
め
、
推
測

を
重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
胡
亥
の
置
か
れ
た
立
場
は
理
解
で
き
よ
う
。

三
　
秦
王
室
の
婚
姻
と
外
交
政
策

　
こ
れ
ま
で
諸
公
子
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
、
長
子
の
扶
蘇
は
楚
夫
人
の
子
で
あ
り
、
二
世
皇
帝
の
胡
亥
は
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
の
子
で
は

な
い
か
と
推
測
し
た
。
し
か
し
実
際
に
戦
国
秦
の
婚
姻
関
係
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
秦
王
政
の
婚
姻
が
あ
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ぎ
に
、
『
史
記
』
秦
本
紀
・
六
国
年
表
を
中
心
に
し
た
図
1
に
も
と
づ
き
、
諸
国
の
外
交
政
策
と
の
関
連
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
戦
国
秦
で
は
、
孝
公
の
と
き
恵
文
王
の
母
と
な
る
夫
人
の
ほ
か
、
韓
か
ら
夫
人
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
子
が
、
恵
文
王
の
異
母
弟
に
あ

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
る
樗
里
子
で
あ
る
。
こ
の
当
時
は
、
魏
と
の
戦
争
が
頻
繁
で
、
国
内
で
は
商
軟
変
法
を
施
行
し
て
い
る
時
期
に
あ
た
る
。

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

一



＝
一

　
戦
国
中
期
で
は
、
恵
文
君
が
即
位
し
た
と
き
、
楚
・
韓
・
趙
・
蜀
の
使
節
が
秦
に
来
て
い
る
。
し
か
し
恵
文
君
は
、
三
年
に
帯
冠
し
た

あ
と
韓
の
宜
陽
を
攻
め
、
四
年
に
周
王
か
ら
文
武
の
昨
を
賜
っ
て
、
魏
か
ら
夫
人
を
迎
え
た
。
こ
れ
が
武
王
の
母
と
な
る
恵
文
后
で
あ
る
。

そ
し
て
翌
五
年
に
、
魏
の
下
和
の
人
で
あ
る
公
孫
街
（
貫
首
）
を
秦
の
大
良
造
と
し
、
以
後
は
魏
と
和
親
や
土
地
の
割
譲
・
戦
争
・
会
盟

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
す
れ
ば
、
恵
文
君
は
韓
よ
り
魏
と
の
関
係
を
重
視
し
、
そ
の
た
め
魏
か
ら
夫
人
を
迎
え
、
同
時

に
稼
人
を
大
良
造
に
任
用
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
こ
に
婚
姻
と
、
他
国
人
任
用
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。
の
ち
に
恵
文
君
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

在
位
十
三
年
で
王
号
を
称
し
、
翌
年
を
元
年
と
改
め
た
。
そ
の
前
後
に
任
用
さ
れ
た
の
が
、
や
は
り
達
人
の
張
儀
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
恵

文
王
二
年
に
、
張
儀
が
潅
水
流
域
の
地
で
斉
・
楚
の
大
臣
と
会
盟
し
、
三
年
に
韓
・
魏
の
太
子
が
秦
に
来
朝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
秦
は

韓
・
魏
と
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
楚
・
斉
と
の
外
交
を
重
視
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
情
勢
を
う
け
て
、
十
二
年
に
張
儀
が
楚
相
に
な
っ

た
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
の
と
き
は
張
儀
が
楚
を
欺
い
た
故
事
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
翌
年
に
楚
と
の
戦
争
が
起
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
よ
う
な
秦
・
楚
の
関
係
を
み
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
平
屋
の
母
と
な
る
夫
人
（
宣
太
后
）
を
楚
か
ら
迎
え
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ

れ
も
婚
姻
と
外
交
政
策
が
関
連
す
る
事
例
に
あ
た
る
。

　
武
王
の
時
代
で
は
、
そ
の
母
が
魏
夫
人
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
ま
た
魏
か
ら
夫
人
（
悼
武
王
后
）
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
楚
夫
人
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

生
ま
れ
た
昭
王
は
、
即
位
し
て
二
年
（
前
王
〇
五
）
に
悼
武
王
后
を
魏
に
返
し
、
反
対
に
懐
三
期
の
楚
と
外
交
関
係
を
結
ん
で
い
る
。
こ

の
と
き
楚
は
、
斉
と
離
反
し
て
秦
と
連
合
し
、
秦
王
と
会
盟
し
て
土
地
の
割
譲
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
情
勢
も
背
景
と
な
ろ
う
。
こ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

秦
の
外
交
政
策
の
転
換
が
み
ら
れ
、
の
ち
に
秦
相
と
な
っ
て
活
躍
す
る
穣
侯
・
魏
再
は
、
薬
王
の
母
で
あ
る
宣
太
后
の
弟
に
あ
た
る
。

　
た
だ
し
秦
と
楚
と
の
関
係
は
、
た
え
ず
良
好
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
秦
魁
首
四
年
に
は
、
楚
か
ら
太
子
が
人
質
に
や
っ

て
来
た
が
、
翌
年
に
秦
大
夫
を
殺
し
て
逃
げ
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
秦
は
斉
と
連
合
し
て
楚
を
攻
め
、
斉
に
秦
公
子
を
人
質
と
し
て
出

し
、
斉
か
ら
孟
嘗
君
が
来
て
秦
相
と
な
っ
た
。
そ
の
孟
嘗
君
は
翌
年
に
帰
国
す
る
が
、
こ
の
と
き
に
事
相
王
が
秦
に
連
れ
て
行
か
れ
、
秦
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一
四

で
客
死
し
て
い
る
。
そ
し
て
秦
が
韓
・
魏
と
戦
う
よ
う
に
な
る
と
、
楚
頃
嚢
王
七
年
（
前
二
九
二
）
に
再
び
楚
と
結
び
、
楚
世
家
に
「
楚

迎
婦
於
秦
。
秦
楚
善
言
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
情
勢
で
、
秦
は
斉
と
帝
号
を
称
し
、
ま
た
前
二
八
四
年
に
諸
国
と
連
合
し
て
斉
の
都
・

臨
溜
を
陥
落
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
あ
と
、
楚
と
上
長
の
地
を
め
ぐ
っ
て
戦
い
、
前
二
七
八
年
越
楚
の
都
・
郭
を
陥
落
さ
せ
、

楚
は
潅
水
流
域
の
陳
に
遷
都
し
た
と
い
う
経
過
が
あ
る
。
そ
こ
で
司
馬
遷
は
、
六
国
年
表
の
序
文
で
、
こ
の
時
代
に
合
縦
連
衡
の
説
が
起

こ
り
、
会
盟
や
人
質
・
割
符
の
交
換
を
し
て
も
守
ら
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
務
在
彊
兵
井
敵
。
謀
燈
用
而
從
衡
短
長
笛
音
起
。
聖
慮
逢
出
。
誓
盟
不
信
。
難
器
質
剖
符
。
猶
不
能
約
束
也
。

　
こ
の
ほ
か
昭
王
は
、
孝
文
王
の
母
と
な
る
夫
人
（
唐
太
后
）
を
迎
え
て
い
る
が
、
そ
の
出
身
国
は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
孝
文
王
も
ま

た
、
楚
か
ら
夫
人
（
華
陽
夫
人
）
を
迎
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
国
秦
の
君
主
と
、
そ
の
夫
人
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
外
交
が
良
好
な
国
か
ら
迎
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

明
ら
か
な
例
で
は
韓
・
魏
・
楚
と
い
う
隣
国
で
あ
っ
た
。
ま
た
君
主
の
母
方
の
国
か
ら
夫
人
を
迎
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
決
定
的

で
は
な
い
。
こ
の
と
き
夫
人
を
迎
え
る
こ
と
と
、
夫
人
に
関
係
す
る
他
国
人
も
し
く
は
他
国
に
連
な
る
人
物
を
、
大
良
造
や
相
と
い
う
最

高
位
に
つ
け
る
こ
と
は
、
一
定
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
た
が
っ
て
始
皇
帝
が
成
人
し
た
直
後
に
、
反
乱
を
鎮
圧
し
た
昌

平
君
・
昌
文
君
が
楚
王
室
の
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
扶
蘇
の
母
を
楚
夫
人
と
み
な
し
た
の
は
、
一
定
の
根
拠
を
も
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
秦
王
政
を
め
ぐ
る
時
代
の
外
交
政
策
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。

　
図
2
は
、
す
で
に
述
べ
た
始
皇
帝
と
諸
公
子
の
関
係
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
六
国
併
合
戦
争
の
過
程
の
中
で
考
え
て
み

よ
う
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
始
皇
帝
は
秦
で
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
趙
に
人
質
と
な
っ
て
い
た
子
楚
が
、
呂
記
章
の
趙
姫
を
嬰
っ

て
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
秦
王
は
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
り
趙
出
身
の
母
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
必
ず
し
も
母
方
の
出
身
が



夫
人
を
迎
え
る
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
最
初
の
婚
姻
は
、
先
の
推
定
に
よ
れ
ば
薬
王
九
年
以
前
の
情
勢
が
問
題
に
な
る
と
お
も
わ

れ
る
。

　
秦
王
の
即
位
か
ら
三
年
ま
で
、
秦
は
韓
・
魏
と
戦
い
、
四
年
条
に
は
「
秦
質
子
蹄
自
趙
。
趙
太
子
出
蹄
國
」
と
あ
っ
て
、
趙
と
国
交
を

断
絶
し
て
い
る
。
そ
し
て
五
年
に
魏
を
攻
め
て
東
郡
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
三
晋
諸
国
と
の
交
戦
状
況
を
示
し
て
い
る
。
六
年
に
は
、

韓
・
魏
・
趙
・
衛
・
楚
が
連
合
し
て
秦
を
攻
撃
し
た
が
、
こ
れ
を
秦
は
追
撃
し
衛
の
地
を
占
領
し
た
。
つ
づ
く
七
年
に
は
魏
の
領
地
を
攻

め
、
八
年
余
も
ま
た
趙
を
攻
撃
し
て
敗
北
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
情
勢
を
み
る
と
、
六
年
に
三
戸
と
衛
・
楚
か
ら
攻
め
ら
れ
た
事

件
を
の
ぞ
い
て
、
そ
の
大
勢
は
韓
・
魏
・
趙
の
三
島
諸
国
と
戦
争
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
こ
の
と
き
秦
が
、
国
交
を
結
ん
で

夫
人
を
迎
え
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
三
三
諸
国
の
可
能
性
は
少
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
方
こ
の
と
き
楚
は
、
義
士
六
年
（
前
二
四
］
）
に
寿
春
へ
遷
都
し
て
い
た
が
、
三
王
九
年
に
楚
考
烈
士
が
亡
く
な
り
、
楚
相
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

た
春
至
正
も
ま
た
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
楚
世
家
の
記
載
は
簡
単
で
あ
る
が
、
巻
七
八
春
自
由
列
伝

に
は
以
下
の
よ
う
な
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
は
じ
め
趙
人
の
李
園
は
、
妹
を
春
申
君
に
献
じ
て
身
ご
も
っ
た
が
、
そ
れ
を
隠
し
て
楚
王

に
献
じ
、
生
ま
れ
た
子
は
太
子
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
発
覚
を
お
そ
れ
た
李
園
は
、
考
烈
王
の
死
後
に
春
申
君
を
殺
さ
せ
、
そ
の
太
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
立
て
て
幽
王
に
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
何
月
の
事
件
か
不
明
で
あ
る
が
、
列
伝
は
膠
毒
の
乱
と
同
年
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。

　
　
是
歳
也
。
秦
始
皇
帝
立
九
年
ム
矢
。
膠
三
態
爲
齪
膏
血
。
寛
。
夷
其
三
族
。
而
呂
断
章
慶
。

　
そ
の
後
、
こ
の
道
面
が
楚
で
実
権
を
握
っ
た
か
は
列
伝
に
み
え
な
い
が
、
馬
泣
面
謹
書
『
戦
国
縦
横
家
書
』
二
五
章
に
、
こ
れ
ま
で
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
＞

知
の
情
勢
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
戦
国
故
事
は
、
秦
と
魏
が
連
合
し
て
楚
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
楚
の
李
園
が
憂
い
を
も
ち
、

魏
軍
が
出
動
す
る
ま
え
に
使
者
を
派
遣
し
て
、
七
輪
の
出
兵
を
遅
ら
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
●
霜
枯
辛
梧
擦
梁
。
合
秦
梁
而
攻
楚
。
李
園
憂
之
。
兵
未
出
。
謂
辛
梧
。
二
重
海
面
。
有
梁
献
血
。
東
面
而
雨
隠
。
於
臣
也
。
楚
不

　
秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



一
六

　
　
待
伐
。
割
摯
馬
免
而
西
走
。
秦
與
楚
爲
上
交
。
秦
禍
案
還
中
梁
　
。

　
そ
の
と
き
、
も
し
魏
が
秦
に
協
力
し
て
楚
を
攻
め
る
と
き
、
楚
は
す
ぐ
に
秦
と
国
交
を
結
べ
ば
、
か
え
っ
て
秦
が
魏
を
脅
か
す
だ
ろ
う

と
い
う
論
点
は
、
楚
の
緊
迫
し
た
状
況
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
結
果
と
し
て
、
千
軍
が
半
年
遅
れ
て
出
動
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
楚
が
三
曹
に
対
抗
す
る
た
め
秦
と
結
ぶ
情
勢
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
れ
が
ち
ょ
う
ど
膠
毒
の
乱
よ
り
以
前
と
伝
え
．
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
墨
黒
九
年
に
、
秦
と
楚
が
手
を
結
ぶ
情
勢
は
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
昌
平
君
・
昌
文
君
が
秦
に
来
て
い
た
背
景

　
　
　
　
　
（
2
6
）

を
推
定
で
き
よ
う
。

　
九
年
以
降
の
婚
姻
関
係
は
、
『
史
記
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
し
か
に
長
子
・
白
雪
と
少
子
・
胡
亥
と
の
問
に
は
、
多

く
の
諸
公
子
・
公
主
が
い
た
が
、
そ
の
婚
姻
が
い
つ
の
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
夫
人
を
迎
え
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
れ
以
降

に
も
、
秦
は
東
方
進
出
を
す
す
め
て
お
り
、
楚
の
場
合
を
例
と
す
れ
ば
、
そ
の
外
交
関
係
に
お
い
て
他
国
か
ら
夫
人
を
迎
え
た
可
能
性
は

あ
ろ
う
。
そ
し
て
迎
え
た
の
が
、
胡
亥
の
母
と
な
る
夫
人
で
あ
る
。

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
二
世
皇
帝
は
、
即
位
の
と
き
二
十
一
歳
と
記
さ
れ
、
そ
の
母
と
な
る
夫
人
は
秦
王
十
八
年
以
前
に
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
、
す
で
に
十
七
年
に
韓
を
滅
ぼ
し
、
つ
ぎ
に
趙
の
都
・
感
風
を
攻
め
よ
う
と
し
て
い
る
情
勢
に
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
も
し
胡
亥
の
母
が
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
と
す
れ
ば
、
十
八
年
に
郡
郵
を
包
囲
し
た
と
き
と
、
十
九
年
に
秦
王
が
自
ら
趙
の
郡
郵

に
行
き
、
か
つ
て
母
の
家
と
仇
怨
の
あ
っ
た
も
の
を
穴
埋
め
し
、
趙
公
子
が
宗
族
と
と
も
に
代
に
逃
げ
て
、
代
王
と
な
っ
た
経
過
が
関
連

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
も
し
鼻
繋
の
母
が
、
趙
以
外
の
国
か
ら
迎
え
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
趙
に
対
抗
す
る
た
め
の
援
助
と

　
　
　
　
　
（
2
7
）

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
始
皇
帝
の
婚
姻
関
係
を
検
討
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
戦
国
秦
の
婚
姻
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
楚
と
の
国
交
を
保
ち

な
が
ら
、
東
方
進
出
を
す
す
め
て
い
っ
た
過
程
が
想
定
で
き
よ
う
。
そ
の
後
も
、
楚
以
外
の
諸
国
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
可
能
性
は
あ
る



が
、
そ
れ
は
明
確
で
は
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
扶
蘇
を
は
じ
め
諸
公
子
の
出
生
は
天
下
統
一
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
六
国
併
合
を

す
す
め
る
中
で
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
み
れ
ば
、
秦
は
国
内
の
軍
事
改
革
を
す
す
め
て
東

方
諸
国
と
戦
争
し
た
が
、
同
時
に
婚
姻
政
策
を
ふ
く
め
た
外
交
に
よ
っ
て
、
そ
の
優
勢
な
立
場
を
保
と
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
そ
れ
は
ま
た
他
国
に
と
っ
て
も
、
国
家
の
存
亡
を
か
け
た
外
交
戦
術
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
の
後
半
は
、
二
世
皇
帝
の
事
績
と
秦
の
滅
亡
ま
で
の
経
過
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
形
式
は
、
秦
の
紀
年
に
記

事
資
料
を
記
し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
歴
史
事
実
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
始
皇
帝
が
第
五
回
の
巡
行
途
中
で
亡
く
な
り
、
二
世
皇
帝

が
即
位
す
る
事
情
を
は
じ
め
、
あ
た
か
も
物
語
の
よ
う
な
記
述
が
多
く
、
ど
こ
ま
で
が
信
頼
で
き
る
か
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
＾
こ
こ
で

は
始
皇
帝
の
人
物
像
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
、
そ
の
夫
人
と
諸
公
子
の
出
自
を
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
二
世
皇
帝
に
い
た
る
秦
王
室
の
政
権

構
造
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

　
そ
の
結
果
、
長
子
の
扶
蘇
は
楚
か
ら
迎
え
た
夫
人
の
子
で
あ
り
、
二
世
皇
帝
の
胡
亥
は
趙
に
か
か
わ
る
夫
人
の
子
で
は
な
い
か
と
推
測

し
た
。
こ
の
よ
う
に
想
定
す
れ
ば
、
島
島
に
反
乱
を
起
こ
し
た
陳
渉
・
呉
広
は
、
楚
の
王
室
に
か
か
わ
る
聯
立
と
、
楚
将
軍
の
項
燕
の
名

前
を
偽
っ
て
世
間
の
支
持
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
始
皇
帝
の
死
に
際
し
て
は
、
そ
の
場
所
が
楚
の
雲
夢
の
離
宮
で
は
な

く
、
趙
の
離
宮
で
の
謀
議
で
あ
っ
た
め
に
、
李
斯
は
趙
に
か
か
わ
る
趙
高
・
胡
亥
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
著

名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
よ
り
具
体
的
に
理
解
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
戦
国
秦
が
諸
国
を
併
合
し
、
天
下
を
統
一
す
る
過
程
で
の
外
交
政
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
孝
公
・
恵

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

一
七



一
八

文
王
・
武
儀
の
時
代
に
、
韓
・
魏
な
ど
三
密
の
隣
国
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
が
、
同
時
に
恵
文
王
・
昭
王
・
孝
文
王
の
時
代
に
は
、

楚
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
楚
の
影
響
も
ま
た
強
い
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
統
一
前
夜
で
は
、
秦
王
は
楚
と
の
外
交
関
係
を
保
と

う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
も
諸
国
と
婚
姻
関
係
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
方
進
出
を
す
す
め
て
い
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
れ
と
前

後
し
て
秦
は
、
急
速
に
東
方
諸
国
の
併
合
を
す
す
め
、
や
が
て
前
二
二
一
年
に
斉
を
滅
ぼ
し
て
天
下
を
統
一
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
『
史
記
』
秦
三
皇
本
紀
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
歴
史
を
検
討
し
て
み
る
と
、
秦
の
統
「
は
戦
争
や
軍
事
編
成
と
い
う

側
面
だ
け
で
な
く
、
諸
国
と
の
外
交
・
婚
姻
政
策
か
ら
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
王
室
内
部
の
問
題
と
し

て
み
れ
ば
、
高
祖
・
劉
邦
が
崩
御
し
た
漢
王
室
に
も
、
同
じ
よ
う
な
情
勢
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
各
面
が
、
わ
が
子
の
恵
帝
を
脅
か
す

諸
公
子
を
粛
清
し
、
弔
事
の
死
後
に
呂
氏
を
頼
り
と
し
た
の
は
一
芸
二
世
の
と
き
と
同
様
に
、
官
僚
機
構
よ
り
も
王
室
の
基
盤
に
左
右
さ
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れ
る
と
い
う
、
秦
漢
初
期
の
政
権
構
造
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
（
1
）
　
近
年
の
研
究
状
況
は
、
鶴
間
和
幸
「
司
馬
遷
の
時
代
と
始
皇
帝
」
（
『
東
洋
学
報
』
七
七
一
一
・
二
、
一
九
九
五
）
、
同
「
漢
代
に
お
け
る
秦
王
朝
史
観
の

　
変
遷
㌧
（
『
茨
城
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
九
、
｝
九
九
五
）
、
同
『
秦
の
始
皇
帝
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
『
）
、
同
『
始
皇
帝
の
地
下
帝
国
』
（
講
談
社
、

　
　
二
〇
〇
こ
な
ど
に
よ
っ
て
郷
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
2
）
　
拙
稿
「
始
皇
帝
と
秦
王
朝
の
興
亡
」
（
『
愛
媛
大
学
人
文
学
会
創
立
二
十
周
年
記
念
論
集
』
一
九
九
六
）
、
同
「
始
皇
帝
和
秦
王
朝
的
興
亡
」
（
中
綿
訳
、
『
秦

　
文
化
論
叢
』
第
六
輯
、
西
北
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
）
。

（
3
）
　
こ
の
経
過
は
、
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
の
ほ
か
巻
八
七
李
斯
列
伝
、
巻
八
八
蒙
活
列
伝
に
詳
し
い
。

（
4
）
　
『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
末
尾
の
秦
系
譜
に
は
、
「
二
世
生
十
二
年
而
立
」
と
あ
り
年
齢
が
異
な
る
。

（
5
）
　
秦
代
の
軍
隊
に
つ
い
て
は
、
重
近
啓
樹
「
秦
漢
の
兵
制
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
六
、
の
ち
『
秦
漢
税
単
制
度
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
）
、
拙
稿



　
　
「
戦
国
・
肥
代
の
軍
事
編
成
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
六
－
二
、
】
九
八
七
）
な
ど
参
照
。
ま
た
昌
平
君
・
昌
文
君
を
相
国
と
す
る
解
釈
に
対
し
て
、
反
乱

　
　
の
歴
史
的
意
義
を
論
じ
た
西
嶋
定
生
「
膠
毒
の
乱
に
つ
い
て
」
（
】
九
七
二
、
の
ち
『
中
国
古
代
国
家
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
）

　
　
は
、
相
国
の
呂
官
記
と
、
二
人
の
楚
公
子
と
み
な
す
。
ま
た
馬
子
百
『
秦
集
団
』
下
（
中
華
書
意
、
一
九
八
二
）
の
丞
相
表
は
、
呂
不
章
と
昌
平
君
を
左

　
　
右
丞
相
と
し
、
田
余
慶
「
説
張
楚
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
八
九
－
二
期
、
の
ち
『
秦
漢
魏
晋
史
要
微
』
中
華
書
局
、
一
九
九
三
）
は
、
相
国
、
昌
平
君
、

　
．
昌
文
君
と
す
る
。

（
6
）
　
睡
堅
地
中
皿
竹
簡
整
理
小
組
編
『
睡
虎
地
質
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
。
『
編
年
記
』
に
み
え
る
昌
平
君
の
事
績
は
、
町
田
三
郎
『
秦
漢
思

　
　
想
史
の
研
究
』
第
二
章
「
統
一
の
思
想
」
（
創
文
社
、
一
九
八
五
）
な
ど
、
多
く
の
論
文
で
ふ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
史
記
』
六
国
年
表
の
秦
・
楚
条
で
は
、

　
　
二
十
三
年
に
楚
将
の
項
燕
を
殺
し
、
二
十
四
年
に
楚
王
負
鶉
を
虜
に
し
て
楚
が
滅
ぶ
と
記
す
。

（
7
）
　
佐
藤
武
敏
監
修
『
馬
車
堆
吊
書
・
戦
国
縦
横
家
書
』
（
朋
友
書
店
、
一
九
九
三
）
、
工
藤
元
男
「
戦
国
の
会
盟
と
符
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
三
1
㎝
、
｝

　
　
九
九
四
）
な
ど
参
照
。

（
8
）
　
『
史
記
』
陳
渉
世
家
の
構
成
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
陳
勝
者
。
陽
城
人
也
。
字
渉
。
…
…
庸
耕
の
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
　
一
二
世
元
年
七
月
の
蜂
起
の
場
面
。
こ
こ
に
「
扶
蘇
と
項
燕
」
の
名
を
詐
称
す
る
話
が
あ
る

　
　
且
陳
渉
が
王
と
な
り
「
張
楚
」
を
号
す
。
本
文
に
引
用
し
た
部
分

　
　
皿
陳
王
と
な
っ
て
転
戦
す
る
長
文
の
叙
述

　
　
W
陳
勝
王
凡
六
月
。
か
つ
て
の
庸
耕
の
仲
間
を
殺
し
、
陳
王
に
親
し
む
者
が
無
く
な
る
話

　
　
V
陳
勝
已
死
。
其
所
置
遣
侯
王
將
相
寛
亡
秦
。
由
渉
首
事
也
。
…
…

　
　
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
も
っ
と
も
説
話
的
な
の
は
、
冒
頭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
W
の
部
分
で
、
こ
れ
が
陳
王
の
衰
退
を
暗
示
す
る
転
機
と

　
　
な
っ
て
い
る
。
そ
の
つ
ぎ
に
説
話
的
な
の
が
、
1
、
H
の
部
分
で
あ
り
、
こ
こ
に
詐
称
の
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
「
張
楚
」
の
伝
え
ば
、
ま
っ
た
く
の
虚

　
　
構
で
は
な
く
、
も
と
つ
ぐ
背
景
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
9
）
　
馬
王
中
吊
書
「
五
星
占
」
の
「
張
楚
」
に
つ
い
て
は
、
国
恥
和
「
品
書
所
記
“
張
楚
”
国
号
与
西
漢
法
家
政
治
」
（
『
文
物
』
一
九
七
五
－
五
期
）
、
田
余

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

一
九



二
〇

　
　
慶
前
掲
「
説
張
楚
」
な
ど
参
照
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
『
史
記
』
項
羽
本
紀
と
秦
楚
之
際
月
表
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
五
四
－
二
、
一
九
九
五
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
．
項
羽
も
ま
た
戦
国
楚
の
制
度
を
継
承

　
　
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
楚
・
漢
の
戦
争
で
は
、
項
羽
の
楚
と
、
秦
を
継
承
し
た
漢
王
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
対
立
が
み
え
、
こ
れ
が
漢
王
朝
の
地
域
社

　
　
会
に
組
み
込
ま
れ
る
過
程
は
別
に
考
察
し
た
い
と
お
も
う
。

（
1
1
）
　
前
掲
『
秦
集
史
一
下
、
丞
相
表
。

（
1
2
）
　
陳
偉
『
楚
東
国
地
理
研
究
』
第
五
章
第
二
節
（
武
漢
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
）
。

（
1
3
）
　
中
村
充
一
「
秦
の
公
子
」
（
岡
本
敬
二
先
生
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
ア
ジ
ア
諸
民
族
に
お
け
る
社
会
と
文
化
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
）
は
、
秦

　
　
公
子
を
一
覧
し
、
そ
の
名
称
を
論
じ
て
い
る
。
諸
公
子
を
殺
す
経
過
は
、
巻
八
七
李
斯
列
伝
に
も
み
え
、
結
果
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　
　
於
是
華
壁
芯
公
子
有
罪
。
無
下
高
。
寸
評
治
之
。
殺
大
臣
丁
重
等
。
公
子
十
二
人
膠
死
成
魚
市
。
十
公
主
急
死
於
杜
。
財
物
入
牢
縣
官
。
相
連
座
者

　
　
　
　
不
可
勝
敷
。

　
　
　
ま
た
王
難
度
・
張
文
具
主
編
『
秦
帝
国
史
』
（
陳
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
）
に
は
、
秦
始
皇
帝
陵
の
東
外
城
で
発
見
さ
れ
た
豊
代
墓
葬
の
う
ち
、

　
　
早
薬
の
女
性
、
五
基
の
男
性
は
、
二
〇
～
三
〇
王
位
で
、
あ
る
い
は
趙
高
・
胡
亥
に
殺
さ
れ
た
宗
室
・
大
臣
の
一
部
か
と
い
う
鼻
茸
考
古
隊
の
報
告
（
『
考

　
　
古
与
文
物
』
一
九
八
O
l
二
期
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

（
1
4
）
　
宮
崎
市
定
「
史
記
信
号
列
伝
を
読
む
」
（
一
九
七
七
、
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
な
ど
）
は
、
李
斯
列
伝
の
一
部
が
「
趙

　
　
高
と
そ
の
三
人
の
仇
の
物
語
」
と
も
い
う
べ
き
材
料
に
も
と
つ
く
と
指
摘
し
、
野
兎
は
秦
に
滅
ぼ
さ
れ
た
趙
の
一
族
で
、
始
皇
帝
と
李
斯
・
乱
心
の
三
家

　
　
に
復
讐
を
遂
げ
た
と
す
る
。

（
1
5
）
　
同
右
で
は
、
李
斯
列
伝
が
異
な
る
四
種
類
の
資
料
を
寄
せ
集
め
た
た
め
に
、
内
容
が
首
尾
呼
応
せ
ず
、
李
斯
の
人
物
像
も
あ
ま
り
判
然
と
し
な
い
と
い

　
　
う
。

（
1
6
）
　
始
皇
帝
の
巡
行
ル
ー
ト
は
、
鶴
間
前
掲
論
文
や
同
『
秦
の
始
皇
帝
』
、
拙
稿
「
司
馬
遷
の
旅
行
と
取
材
」
（
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
』
人
文
学
科
編
八
、

　
　
二
〇
〇
〇
）
、
拙
著
『
司
馬
遷
と
そ
の
時
代
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
参
照
。

（
1
7
）
　
宮
崎
前
掲
論
文
で
は
、
列
伝
が
起
承
転
結
の
リ
ズ
ム
で
構
成
さ
れ
た
と
想
定
す
る
。
し
か
し
『
史
記
』
李
斯
列
伝
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
て



幽
い
る
。
（
　
）
は
宮
崎
氏
の
区
分
。

　
　
李
斯
者
。
楚
上
藝
人
也
。
〔
出
身
〕

（
起
）
1
官
府
の
鼠
。
筍
子
に
学
び
、
秦
に
遊
説
し
て
出
世
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
　
　
　
　
　
　
　
〔
登
場
〕

　
　
　
H
鄭
国
渠
の
事
業
見
直
し
。
逐
客
令
が
出
る
。
斯
乃
上
書
日
。

　
　
　
【
李
斯
の
上
書
①
】
　
逐
客
令
が
除
か
れ
、
李
斯
は
廷
尉
に
昇
進
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
任
用
〕

（
承
）
二
十
余
年
。
秦
の
天
下
統
一
。
李
斯
が
丞
相
と
な
る
。
…
…

　
　
　
始
皇
三
十
四
年
。
封
建
・
郡
県
の
議
論
。

　
　
　
【
李
斯
の
上
書
②
】
　
焚
書
の
施
行
。
…
…
諸
政
策
…
…

　
　
　
明
年
。
又
巡
狩
。
外
撰
四
夷
。
斯
皆
有
力
焉
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
全
盛
と
衰
退
の
暗
示
〕

（
転
）
皿
始
皇
三
十
七
年
十
月
。
…
…
其
年
七
月
。
始
皇
帝
の
病
死
。
死
後
の
対
処
。

　
　
　
趙
高
と
胡
亥
と
の
対
話
。
趙
高
と
李
斯
と
の
対
話
。

　
　
　
於
是
乃
…
…
胡
亥
が
太
子
と
な
る
。
長
子
扶
蘇
と
蒙
活
の
対
処
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
失
策
A
〕

　
　
　
至
成
陽
。
発
喪
。
太
子
立
為
二
世
皇
帝
。
以
趙
高
為
郎
中
令
。
常
侍
中
用
事
。

（
結
）
W
二
世
燕
居
。
乃
召
高
與
謀
事
。
…
…
〔
趙
高
と
二
世
と
の
対
話
〕

　
　
　
於
是
…
…
殺
大
臣
蒙
毅
等
。
公
子
十
二
人
謬
死
威
陽
市
。
十
公
主
託
死
於
杜
。
…
…

　
　
　
法
令
詠
罰
日
益
刻
深
。
…
…
於
是
楚
戌
卒
陳
勝
・
呉
広
等
乃
高
論
。
…
…

　
　
　
二
世
が
李
斯
を
問
責
す
る
。
…
…
乃
阿
二
世
意
。
欲
求
容
。
貿
管
対
日
。

　
　
　
【
李
斯
の
上
書
③
】
　
書
奏
。
二
世
悦
。
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
失
策
B
〕

　
　
　
V
初
。
趙
高
為
郎
中
令
。
所
殺
及
報
私
怨
衆
多
。
…
…
事
論
決
於
趙
高
。

　
　
　
〔
趙
高
と
李
斯
と
の
対
話
。
趙
高
と
二
世
と
の
対
話
。
〕
…
…

　
　
　
是
時
…
【
趙
高
を
そ
し
る
上
書
④
】
　
二
世
と
李
斯
の
対
話
。
…
…

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

一
＝



二
二

　
　
　
　
　
趙
高
案
治
李
斯
。
李
斯
の
嘆
き
【
死
と
、
秦
の
滅
亡
を
予
言
】

　
　
　
　
　
於
是
…
…
【
獄
中
上
書
⑤
】
　
上
書
の
棄
却
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
〔
諌
言
〕

　
　
　
　
　
趙
高
が
欺
い
て
、
李
斯
を
尋
問
さ
せ
る
。
李
斯
と
子
の
罪
が
確
定
す
る
。

　
　
　
　
　
W
二
世
二
年
七
月
。
李
斯
が
処
刑
さ
れ
、
三
族
に
及
ぶ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
死
罪
〕

　
　
〔
補
〕
趙
高
の
附
伝
。
二
世
が
無
道
の
君
主
で
、
秦
が
滅
亡
す
る
。

　
　
だ
か
ら
列
伝
の
変
化
は
、
李
斯
が
丞
相
と
な
り
全
盛
と
な
っ
た
時
期
を
境
に
、
趙
高
の
謀
議
に
荷
担
し
天
命
に
逆
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、
滅
亡
に
い
た
る
運

　
　
命
を
描
い
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
構
造
と
歴
史
観
は
、
な
お
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
1
8
）
　
前
掲
『
秦
集
史
』
下
に
、
婚
姻
表
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
情
勢
は
、
拙
稿
「
戦
国
秦
の
領
域
形
成
と
交
通
路
」
（
『
出
土
文
物
に
よ
る
中
国
古
代
社
会
の

　
　
地
域
的
研
究
』
一
九
九
二
）
、
同
「
戦
国
時
秦
的
領
域
形
成
和
交
通
路
線
」
（
中
文
訳
、
『
秦
文
化
論
叢
』
第
六
輯
、
一
九
九
八
）
参
照
。

（
1
9
）
　
巻
七
一
樗
里
子
甘
茂
列
伝
に
、
「
樗
里
子
者
。
名
疾
。
秦
恵
王
之
弟
也
。
與
恵
王
異
母
。
母
韓
女
君
」
と
あ
る
。

（
2
0
）
　
張
儀
の
事
績
は
、
拙
稿
「
『
史
記
』
蘇
秦
・
張
儀
列
伝
の
史
料
的
考
察
」
（
『
愛
媛
大
学
教
養
部
紀
要
』
二
五
、
一
九
九
二
）
を
参
照
。

（
2
1
）
　
六
国
年
表
・
秦
昭
王
二
年
条
に
あ
た
る
細
編
に
は
、
「
秦
來
迎
婦
」
と
あ
り
、
前
掲
『
秦
集
史
』
の
婚
姻
表
は
如
意
を
古
っ
た
と
す
る
が
、
巻
四
〇
楚
世

　
　
家
で
は
、
同
年
の
懐
王
二
十
四
年
条
に
「
下
弓
而
合
秦
。
秦
昭
王
難
立
。
乃
厚
粗
土
楚
。
楚
往
廿
里
」
と
あ
り
、
楚
が
秦
か
ら
夫
人
を
迎
え
て
い
る
。
こ

　
　
れ
に
よ
れ
ば
両
国
が
、
同
時
に
夫
人
を
嬰
つ
た
こ
と
に
な
る
。

（
2
2
）
　
拙
稿
「
『
史
記
』
穣
侯
列
伝
の
｝
考
察
」
（
『
東
方
学
』
七
】
輯
、
一
九
八
六
）
。

（
2
3
）
　
拙
稿
「
『
史
記
』
春
申
君
列
伝
の
編
集
過
程
」
（
『
東
方
学
』
七
七
輯
、
一
九
八
九
）
。

（
2
4
）
　
平
勢
隆
郎
編
著
『
新
編
史
記
東
周
年
表
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）
の
表
H
で
は
、
春
望
君
の
死
を
翌
十
年
置
修
正
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
前
掲
『
馬
王
堆
畠
書
・
戦
国
縦
横
家
書
』
二
五
章
の
訳
注
を
参
照
。

（
2
6
）
　
こ
れ
以
降
、
秦
は
三
塁
諸
国
と
戦
争
し
て
い
惹
が
、
六
国
年
表
の
三
王
王
三
年
条
に
「
秦
魏
撃
我
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
秦
王
二
十
一
年
ま
で
秦
が
楚
を

　
　
攻
め
る
記
事
は
な
い
。

（
2
7
）
注
（
4
）
の
秦
系
譜
に
よ
れ
ば
、
二
世
皇
帝
は
十
二
歳
で
即
位
し
、
そ
の
夫
人
は
二
十
七
年
以
前
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
は
、
統
一



　
　
後
に
要
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
他
の
諸
公
子
は
天
下
統
一
以
前
の
子
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
な
お
『
史
記
』

　
　
代
皇
帝
の
夫
人
を
記
し
て
お
り
、
秦
始
皇
帝
の
夫
人
の
記
載
を
欠
如
す
る
こ
と
は
、
何
ら
か
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
2
8
）
　
拙
稿
「
『
史
記
』
呂
后
本
紀
に
み
え
る
司
馬
遷
の
歴
史
思
想
」
（
『
東
方
学
』
八
六
輯
、
一
九
九
三
）
参
照
。

で
は
、
戦
国
の
主
導
や
漢

〔
付
記
〕

本
稿
の
一
部
は
、

「
秦
始
皇
帝
和
諸
公
子
」
（
中
毒
訳
、
秦
始
皇
霊
馬
桶
博
物
館
編
『
秦
文
化
論
叢
』
第
七
輯
、
一
九
九
九
）
と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
二

秦
始
皇
帝
と
諸
公
子
に
つ
い
て

二
三


